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梅雨時期に入りました。「今日は、晴れてるね～」「蒸し暑いですね～」と、つかの間

のお日様に感謝しながら利用者様との会話を楽しんでいます。デッキに出ると、風が気

持ちいいです。子どもさんが小学生の頃の思い出を「あの子が、自転車で池に落ちて、

ずぶ濡れで帰ってきたことがあって・・」と懐かしい思い出話をして下さる方や、息子

さんはお幾つですかに「今、あの子は 10 歳くらいかなぁ・・」と 30 代位のご自分に戻

ってみえる方もあります。どちらの方も優しお母さんのお顔です。迷いながら、不安と

向き合いながら日々を過ごして頂く中で、ほっと安心できる「いつも側にいる人」にな

りたいです。これから暫くジメジメが続きますが、気持ちは晴れやかに！ですね。 

  

    

 他者とのコミニケーションはその方の生きがいや生活のメリハリのポイントとなり、

健康な生活に欠かせません。ご家族やホーム職員以外との関わりを徐々に取り戻してい

きたいと考えています。 

① 介護相談員派遣等事業の受け入れ再開 

（市町村に登録された介護相談員が介護施設に出向き、利用者の疑問や不満、不安

を受付、介護サービス提供事業者及び行政との橋渡しをしながら、問題の改善や介

護サービスの質の向上に繋げる取り組み） 

② 運営推進会議の再開 

（地域に開かれ、地域と連携し、地域に支えられ、地域に密着したホーム運営継続

の為、ホームでの活動を開示し、助言等を得る為の会議） 

③ サービス担当者会議のホームでの開催 

（サービス計画書作成の会議に、ご家族、ホーム職員等が顔を合わせて話合う場） 

 

＊会議参加のお願いをさせて頂くことがございます。ご家族や関係者の皆様のご理解と

ご協力をお願い致します。 

すずらん通信 

スジ取りをしたり・・ 

皆さんの為にお好み焼きを

焼いて下さったり・・ 

おぼんを拭いて

下さったり・・ 


